
　　開催日時： 令和６年11月29日(金)、10:00～11:45
　　開催場所： 千葉市中央コミュニティセンター５階「多目的室」
　　参 加 者 ： ７会員２１名　　　　　　　　　　　　　　　　参加費： 1,５00円／人
　　講　　師　： （公社）日本フラワーデザイナー協会 栄誉会員  イイジマ美絵 氏（花スタジオ・えむ主宰）
　　テ ー マ　： クリスマス用スワッグづくり　　

　一昨年は「苔テラリウムづくり」、昨年は「ヒムロ杉を使ったクリスマスツリーづくり」がテーマでした。
ご参考（一昨年の園芸講習会報告） ご参考（昨年の園芸講習会報告）

　本年は、スワッグづくりを教えていただきました。 スワッグとは？

材料
　・黄金ヒバ (黄金クジャクヒバ)
　・その他のグリーン
　　サワラ(ヒバ) アスナロ ブルーアイス
　・装飾素材
　　カラスのエンドウ、山芋の蔓と実、唐辛子、その他
　　松ぼっくり、コルク/ドライフラワー、リボン

道具　「主催者が用意」
　・はさみ（剪定ばさみ）
　・フローラルワイヤー、フローラルテープ、　麻ひも
　・グルーガン（装飾を固定するため必要に応じ利用）
　・ラメスプレー(装飾「松ぼっくり」等に軽くスプレー)

スワッグの作り方
　1. 材料を準備する
　　黄金ヒバと他のグリーンをお好みの長さにカットします。
　　ベースとなる黄金ヒバを元に、全体のフォルムを整えやすくします。
　2. レイヤーを作る
　　黄金ヒバをベースにして、他のグリーンや装飾素材を少しずつ重ねていきます。
　3. 束ねる
　　フローラルワイヤーでしっかりと束ねます。
　　このとき、持ち手部分を少し長めにしておくと飾りやすくなります。
　　（ベースとなる黄金ヒバ側を回すとしっかり止められると講師が実演されました。）
　4. 装飾を追加する
　　松ぼっくりやドライフラワー、リボンをグルーガンやワイヤーで固定します。
　　配置のバランスを確認しながら、アクセントとしての色合いが引き立つよう工夫します。
　5. 吊り下げ部分を作る
　　持ち手部分に麻ひもを巻きつけ、吊り下げ用のループを作ります。
　　壁に掛けたときにバランス良く見える角度を調整します。
　6. 仕上げ
　　リボンをつけ、講師に松ぼっくりにラメスプレーをしてもらい、微調整のアドバイスいただき仕上げました。

問合先：千葉市緑化推進協議会事務局（みつとみ）
　　TEL.090-6517-8555　　Email:c.ryokkasuisin@gmail.com
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https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/koketerariumhokoku.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/r03-kokedama.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/r05engeikosyu_tree_report.pdf
https://www.creema.jp/blog/757/detail
https://www.uekipedia.jp/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9/%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%AF%E3%83%92%E3%83%90/
https://www.uekipedia.jp/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9/%E3%82%B5%E3%83%AF%E3%83%A9/
https://www.uekipedia.jp/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9/%E3%82%B5%E3%83%AF%E3%83%A9/
https://www.uekipedia.jp/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9/%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%83%8A%E3%83%AD/
https://www.uekipedia.jp/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%82%B9/

